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Abstract
　The purpose of this study was to investigate the probabilities of illegal crossing of pedestrians on signalized crosswalk 
as a function of the crosswalk width. The number of illegal crossing by pedestrians was counted at the crosswalks of 5m, 
7m, 9m, 11m, 13, and 15m in width. The results showed high probabilities（80% or above）of illegal crossing on the cross-
walks shorter than 11m, whereas low probabilities（30% or below）on that longer than 13m. Based on these findings, some 
practical contributions were discussed to reduce illegal crossing of pedestrians.
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序　論
　歩行者が関わる交通人身事故の発生件数は、都内だけでも年間5800件を超えるという（警視庁，2015）。中でも、横断
歩道における事故件数はおよそ2000件となり、歩行者が関わる交通人身事故の約 ４ 割を占めている。これを歩行者の責
めに帰すべき事由に限定した場合、事故原因の第一位は歩行者の信号無視になるという。より深刻な問題は、歩行者が
関わる交通人身事故においては、車両同士の事故と比較して、著しく致死率が増加する点にある（警視庁，2015; Rosen-
bloom, 2009, p.389）。これらの事実は、歩行者による信号無視行動を抑制するための具体的方策の提案が急務となってい
ることを示している。
　歩行者の信号無視行動に関する先行研究においては、無視行動（あるいは遵守行動）を頻繁に生起させる歩行者の個
人特性の特定が主なテーマとされてきた（e.g., 規範遵守に関する信念 , 北折，1999；他者の存在，Rosenbloom,  2009；
習慣，北折 ・ 吉田，200４；性別，北折 ・ 吉田，2000；Rosenbloom, 2009; Tom & Granié, 2011）。例えばいくつかの研究
では、男性は女性と比較して、より頻繁に信号無視行動を生起させることが報告されている（北折 ・ 吉田，2000，Rosen-
bloom, 2009; Tom & Granie, 2011）。また北折（1999）は、場面想定法を用いた質問紙調査により、信号無視行動を肯定
的に捉え、頻繁に無視行動を生起させる認知 ・ 性格特性が存在することを明らかにしている。こうした先行研究はいず
れも、信号無視行動を生起させる人間の意思決定過程を解明する上で重要な基礎的知見を提供している。ただし信号無
視行動を促進または抑制する個人特性という観点からのアプローチは、現象の発生を抑制するための具体的方策には即
座に結びつきにくいという性質も有しているようである。
　一方で、先行研究の中には、歩行者の信号無視行動を抑制する具体的方策の手がかりとなり得る知見を報告している
ものも幾つか存在している。例えば、矢野 ・ 森 ・ 齋藤（1998）は、歩行者用横断歩道に設置された待ち時間表示装置の
有無が信号無視行動に与える影響について検討し、同装置が無視行動を抑制する効果を持つことを明らかにしている。
また、北折 ・ 吉田（200４）においては、信号無視行動の生起率は、特定の時刻において大きく増加することが明らかに
されている。これらの成果は、信号無視行動の生起に与える物理 ・ 環境的要因に注目し、信号無視行動を抑制するため
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の具体的方策（e.g., 待ち時間表示装置の増設、特定の時間帯における監視員の配置など）を示唆する実用的価値の高い
知見であると言える。
　本研究では、矢野ら（1998）および北折 ・ 吉田（200４）にならい、信号無視行動に抑制的影響を与える物理 ・ 環境的
要因の特定を目指した。特に本研究では、横断歩道を構成する物理 ・ 環境的要因の中で、横断歩道の距離に着目した。
距離は横断歩道が持つ最も基本的な物理的特徴の一つであるにもかかわらず、この要因が信号無視行動に与える影響に
関するデータはほとんど報告されていない。こうした問題に対する一つの原因は、実在する横断歩道環境において、特
定の要因（つまり横断歩道の距離）のみを操作し、他の要因を一定に保つことが極めて困難であることに帰属されると
考えられる。本研究の目的は、こうした問題を克服するため、他の要因を可能な限り統制した状況において、横断歩道
の距離が信号無視行動の生起率に与える影響に関する基礎的データを収集することであった。
方　法
観察機材：ビデオカメラ 1 台（Panasonic 社製，HC-V300M）を用いて観察対象となる横断歩道の映像を記録し、後日
PC 上において映像内容を分析した。
観察対象：東京都千代田区内、JR 神田駅周辺にある 5 ｍ、 ７ ｍ、 9 ｍ、11ｍ、13ｍ、15ｍの距離の横断歩道各一箇所を
観察対象とした。なお、横断歩道の選定基準は、1 ）歩行者用信号機（押しボタン式ではない）が設置されていること、
2 ）神田駅から徒歩15分以内の距離に存在すること、 3 ）一方通行の出口であることの 3 点全てを満たしていることと
した。これらの基準は、歩行者の社会生活における個人特性を可能な限り等質とするため（選定基準 2 ）、および歩行者
による交通状況認知が容易となる状況を設定するため（選定基準 3 ）に設けられた。観察地点を含めた横断歩道の環境
の模式図を Figure 1 に示す。観察対象となる横断歩道の所在地は、 5 ｍ多町二丁目交差点、 ７ ｍ須田町一丁目交差点、
9 ｍ名称不明（神田駅交差点から西方向に約100ｍ移動した場所にある）交差点、11ｍ鞍掛橋交差点、13ｍ今川橋交差
点、15ｍ東松下町交差点であった。
Figure 1 　観察環境の模式図
観察日時： 9 月および10月の平日10時から1４時の間に観察を行った。 1 回の観察は 1 地点につき 1 時間を単位とし、観
察開始から 1 時間経過後には異なる横断歩道へと観察地点を変化させた。時間帯の影響を極力排除するため、観察時間
帯については横断歩道の距離ごとにカウンタバランスをとった。
計測方法：歩行者用信号が赤となり、次に青に変わるまでを 1 回の計測期間とした。また、 1 回の計測期間中に、 1 ）
歩行者が一人以上待機していること、 2 ）対象横断歩道から10ｍの範囲内に計測対象に向かい走行する車両が存在しな
いこと（Figure 1 参照）、3 ）警察官や交通安全指導員等が存在しないこと、の 3 条件を全て満たした場合を 1 回の有効
観察回とした。計測基準 2 と横断歩道選定に関する基準 2 （観察対象が一方通行の出口に位置する横断歩道である）を
合わせて考慮すれば、歩行者は一方向の特定の空間的範囲において自動車の有無を確認するだけで、容易に安全性の判
定が可能となっていたと考えられる。
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信号無視行動の数量化方法： 1 回の有効観察回ごとに、待機者の一人でも信号無視行動を生起させた場合を 1 点、そう
でない場合を 0 点とした。これを有効観察回数の総数で除したものに100を掛け、各横断歩道距離条件における信号無視
生起率を算出した。すなわち、一度に複数名が無視行動を生起させた場合も、 1 名のみが生起させた場合と同様に、等
しく 1 点として扱った。
結　果
　Table 1 に横断歩道距離条件ごとの観察基礎データを示す。また、Figure 2 に横断歩道の距離の関数としての信号無
視生起率を示す。距離条件ごとの信号無視生起率について、χ2 検定を実施したところ有意な差が認められた（χ2（5）
=106.55, p<.01, V=.5７6）。残差分析の結果、７ ｍ、9 ｍ、11ｍの各条件においては、無視行動発生数が期待度数を有意に
上回る一方で、13ｍ、15ｍの 2 条件においては、無視行動発生数が期待度数を有意に下回ることが明らかとされた（い
ずれも p<.05）。
Table 1 　横断歩道距離条件ごとの観察基礎データ
有効観察回数 観察人数 平均観察人数 総違反者数 総遵守者数
横断歩道の距離
5 ｍ 74 200 2.7 128 72
７ ｍ 46 346 7.5 189 157
9 ｍ 65 663 10.2 283 380
11ｍ 79 327 4.1 232 95
13ｍ 44 402 9.1 20 382
15ｍ 13 25 1.9 3 22
Figure 2 　横断歩道の距離の関数としての無視行動生起率
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考　察
　本研究の目的は、横断歩道の距離が信号無視行動の生起率に与える影響に関する基礎的データを収集することであっ
た。この目的のため、本研究においては、距離以外の様々な要因を可能な限り統制することを試みた。観察対象となる
横断歩道を同一駅から一定の距離内の存在に限定することで歩行者の社会的特性の分散を低減させ、天候 ・ 時間帯等の
要因は観察時間のカウンタバランスによって相殺した。また、観察対象を一方通行の出口に位置する横断歩道に限定し、
自動車が横断歩道から一定の距離に存在しない場合のみを有効観察回とすることで、歩行者による交通状況認知の要因
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を統制した。
　調査の結果から、大きく 3 点の特徴が認められた。第一の特徴は、横断歩道の距離が比較的短い状況（ 5 ｍ～11ｍ）
において、一貫して高い割合（いずれの距離条件においても 8 割以上）で無視行動が生起した点にある。この結果は、
本研究における観察対象に限らず、短い距離の横断歩道において歩行者による安全の認識が満たされる場合、極めて高
い確率で無視行動が生じている可能性を示している。勿論、本研究における観察対象（一方通行の出口に位置）や観察
方法（横断歩道から一定の範囲に自動車が存在しない状況のみを有効観察回とした）の特殊性については考慮されるべ
きである。しかしながら、重要であるのは、歩行者の安全性に対する判断は常に主観的になされるものであり、歩行者
が本研究の観察状況と同程度の安全性が確保されていると判断した場合、無視行動は高い確率で生起することを本研究
の結果が示している点にある。
　本研究のデータに認められる第二の特徴は、横断歩道の距離が比較的長い状況（13ｍ以上）においては、無視行動の
生起率が大きく減少する点にある。また第三の特徴は、横断歩道の距離の増加に伴う無視行動生起率の変化が、 1 次関
数的な単調減少ではなく、特定の距離条件（11ｍと13ｍの間）を境に、急激な減少を示した点にある。これらの結果は、
歩行者による安全性の認識においては、不測の事態への対処に対する効力感が一定の空間的範囲に渡って存在する可能
性を示している。すなわち、歩行者は一定の空間的範囲の内側においては、自身の安全性の認知について高い確信度と
効力感をもち、頻繁に無視行動を生起させる一方で、その範囲外においてはより慎重な意思決定をしているのかもしれ
ない。勿論、こうした空間的範囲は、仮に存在していたとしても、環境的な要因によってその大きさを変化させると想
定されるため、一方通行の出口といった安全性の確認が容易な状況以外では、より狭小な空間を構成するものと考えら
れる。
　本研究では、横断歩道の距離に着目し、その他の要因を可能な限り統制した状況において信号無視行動の生起率に関
する基礎的データを収集した。一定の距離未満の横断歩道においては高い確率で信号無視行動が生起する可能性が示さ
れたことから、今後は、無視行動を抑制するためのあらゆる資源（e.g., 待ち時間表示装置，矢野ら，1998）を、比較的
短い距離の横断歩道に優先的に配置する等の対策が望まれる。その一方で、本研究の結果から、横断歩道の距離の関数
としての信号無視行動の生起率を支える意思決定過程については、ほとんど明らかにされていないという問題点も認め
られた。今後は、物理 ・ 環境的側面と歩行者の心理的特性の両面から、信号無視行動の生起過程を検討することが必要
となるであろう。
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